
第18回・第19回

ちゅらうちなー安全なまちづくり推進会議
沖縄県・沖縄県警察・沖縄県教育庁

沖縄県子ども
地域安全マップコンテスト

作品集

11 住み続けられるまちづくりを

第18回　最優秀作品

第19回　最優秀作品

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。



　「子ども110番の家が、 学校のまわりにもっと増えたら
安心できていいな」 とか 「ここの道路は草が伸びて見通
しが悪いから近づかないようにしよう」 など、 子どもた
ち自身が地域の安全な場所、 危険な場所について調べ、 
作製していくのが 「子ども地域安全マップ」 です。
　危険な場所とはどういう所でなぜ危険なのか、 危険な
場所ではどうしたらいいのか、 子どもたちに気づきを促
すとともに、 地域の方へインタビューすることで地域と
の結びつきや地域への愛着心の醸成、 子どもたちを守ろ
うとする地域の取り組みの強化など、 子どもと地域の防
犯力を高める効果が地域安全マップを作る中で期待され
ています。
　沖縄県では 「ちゅらさん運動」 の一環として、 「沖縄県
子ども地域安全マップコンテスト」 を開催し、 今回で19
回目となります。
　毎年たくさんの小学校、 児童館、 子ども会などから応
募があり、 どの作品も地域のことをよく調べ、 イラスト
や写真などで分かりやすく表現された素晴らしい作品と
なっています。
　第18回は24点、 第19回は25点の応募作品の中から、 
各回最優秀賞３点、 優秀賞９点、 入選８点を選出し、 表
彰を行うとともに、 「第18回・第19回沖縄県子ども地域安
全マップコンテスト作品集」 として刊行し、 地域安全
マップの更なる普及を図ることとしております。
　本作品集をきっかけに、 地域安全マップづくりに取り
組む子どもたちが増えるとともに、 子どもたちの目線で
捉えた地域の課題解決に向けて、 参考としていただけれ
ば幸いです。
　　　　　　　　沖縄県生活福祉部生活安全安心課

は　じ　め　には　じ　め　に
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第 18 回沖縄県子ども地域安全マップコンテスト第 18 回沖縄県子ども地域安全マップコンテスト

受 賞 団 体 一 覧受 賞 団 体 一 覧
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　県知事賞に選ばれて、びっくりしました。はじめは１年生だけで作る予定でしたが、文章をまとめたりす
るリーダーが必要になり、２年生のはるとさんにおねがいしてメンバーに加わってもらいました。すべてが
初めてのことだったので地域を歩いてまわり、こども 110 ばんの家、ＡＥＤをさがしたり、きけんな場所を
みつけたり、ひょうしきをかくにんして地図を作成しました。楽しかったのは、校長先生にインタビューし
たことです。

　防犯、防災、交通安全上の危険か所や、こども 110 ばん、ＡＥＤの趣旨をよく理解したうえで設置か所を
確認し、その成果を地図上に的確に表現できている。

受賞の感想

審査のコメント

最優秀賞（低学年の部）

豊崎学童クラブ

とよさきあんぜんかくにんマップ
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　今年は県知事賞をもらえて、とてもうれしいです。マップ作りをして、身近なところに危険がたくさんあ
るんだなとわかりました。また、那覇市の公園管理課の人とも直接話合いをすることができて、防犯だけで
なく、けがなどいろいろな意味での「危ない」を考えないといけないことにも気づきました。早く、みんな
が安心して遊べる公園になるといいなと思います。
　子ども自身も一市民として、安心・安全な社会の実現に向けて事実と問題点を把握し「正しい方法で伝える」
ことができれば、大人や社会を動かす原動力になれるんだという実感を得ることができました。今回のマッ
プ作りは、子どもたちにとっても保護者にとっても有意義な体験活動となりました。

インターネットを利用した那覇市への要望や、非常時における公衆電話の利用体験など積極的かつユニーク
な発想が感じられる。

受賞の感想

審査のコメント

最優秀賞（中学年の部）

こくラッコガールズ

こくラッコガールズ
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　４年・５年生の９名でマップ作りに取り組みました。春休み期間中に沖縄県で津波避難警報が発表され、こども
達と共に実際に避難行動をとった事で自分達の生活する地域の安全と危険について、より深く探求したいと考える
こどもたちが集まりました。
　まち探検では、小学校・高校・自治会・消防署・児童館等の地域の方々がこども達のインタビューに温かな笑顔
でご協力くださり感謝いたします。子ども達は多くの声を聞き、情報を集める事で防災についての理解を深めると
ともに現状を考える良いきっかけとなりました。自分と大切な人の命を守る行動の仕方を考え、見やすい・伝わり
やすいマップを目指してたくさんの意見やアイディアを出し合いまとめました。また、クラブでマップの完成発表
会を行い伝える事でクラブ全体の防災意識の向上と学習意欲も高まりました。
　子ども達が心を込めて作ったマップが「県知事賞」の受賞という素晴らしい結果に繋がったことを大変嬉しく思
います。ありがとうございました。

　2024 年４月３日の津波警報時における各関係者（小学校、高校、団地、消防署）へのインタビューを行うことで、
今後の防災対応に向けて実践的な作品となっている。

受賞の感想

審査のコメント

最優秀賞（高学年の部）

豊見城市 なないろ児童クラブ

なないろ９
 ナイン

探検隊
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　今回は、防災をテーマに宮古島市役所「防災危機管理課」の皆さん、宮古島消防本部、伊良部島消防の消
防士さんたちに協力してもらい、備蓄倉庫の見学、島の災害対策への取り組み、消防士さんたちの災害への
活動等、たくさん話を聞き、体験して楽しく作成することができました。また、今回は子ども達のアイディ
ア満載で、「見る地図」ではなく、見て、触って学ぶを、テーマにしてちょっとした仕掛け等工夫してみまし
た。マップ作成時の保護者アンケートを通して分かったことが、台風対策には強いけど、津波・地震への対
策がまだまだ弱い感じが印象的でした。この機会にみんなにマップを見てもらい災害は台風だけじゃないっ
てことをしってもらい、防災バッグの常備、室内の災害対策など一人でも多くの人に実行してもらえたらう
れしいです。受賞本当にありがとうございました。

　備蓄倉庫の「たんけん」や、防災バッグ関連の調査（保護者へのアンケート、複数店舗をまわって防災バッ
グを実際に揃えてみる）など、災害への備えに対する高い意識が感じられる。

受賞の感想

審査のコメント

　　 沖縄県警察本部長賞（低学年の部）

ひばり放課後児童クラブ

みゃーくずま戦隊防レンジャー
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　警察本部長賞を受賞でき皆で大喜びしました。全員、はじめて安全マップに取り組んだので、今まで取り
くんだことのあるメンバーから、教えてもらいながらすすめました。
　だれが見てもわかりやすいように、色ぬりを工夫したり、イラストをかいたり、文字もていねいに書きま
した。時間がかかったので、しめきりにまにあうか、心配でしたが、みんなで協力して仕上げることができ
て本当に良かったです。ありがとうございました。

　指定緊急避難場所２か所へ実際に歩いてみて時間を計測する、また避難場所の豊崎中学校を訪問見学する
など、体験したことならではの内容がよくまとめられている。

受賞の感想

審査のコメント

　　 沖縄県警察本部長賞（中学年の部）

豊崎学童クラブ

とよさき安全第１マップ
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　今回、警察本部長賞というすばらしい賞を受賞できたことを大変嬉しく思います。子どもたちは町探検を
通じて、区長さんや役場の方に疑問を尋ね、ハザードマップや海抜を調べてまとめました。そして模造紙に
工夫を凝らしながら自分たちのアイデアを形にしました。最後には発表会を行い、マップ作りを通して学ん
だことを発表しました。子どもたちの頑張りが実を結び、素晴らしい経験ができたことに感謝いたします。

　区長と役場へのインタビューを行った結果、 「わかったこと・感じたこと」からの「提案」内容が具体的で
よい。

受賞の感想

審査のコメント

　　 沖縄県警察本部長賞（高学年の部）

北山学童

北山学童　心をつないでいき隊
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　東風平に学童が今年新設され、東風平小学校の児童は徒歩で学童へ帰ってきます。毎日通る道について、
今後１年生も自分達で帰ってくる為、学校から学童までの道を安全に帰ってくるまでにキケンなところがな
いか見てみました。たくさんの気づきがあり、改めて道を渡る時、災害が起きた時について考えることがで
きました。また、消火栓についても気になり消防へ聞きに行ったりとたくさん学ぶことができました。

　学校から学童までの路程を歩いて危険かしょを確認する中で興味を持った「消火栓」について消防署へ聞
き取りした内容がよくまとめられている。

受賞の感想

審査のコメント

　沖縄県教育長賞（低学年の部）

わくわく東風平学童クラブ

わく東
こ ち

グループ
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　今回、「県教育長賞」という名誉ある賞をいただき、ありがとうございます。子どもたちも頑張った成果が
でてとても喜んでいました。毎年、夏休みの恒例行事として地域安全マップ作りをしており、今年は、４月
３日に起きた「津波避難警報」発表時の実体験や、周辺にある施設はどのように行動していたのかを取材し、
地図にまとめました。実体験から学ぶ事は多く、実りあるマップが完成しました。

　2024 年４月３日の津波警報への対応について 10 名もの関係者（警察署、消防署、市役所、小学校、専門
学校、公園管理人、ショッピングセンター、コンビニエンスストア）へ聞き取りを行うことで、多角的な災
害対応の内容となっている。

受賞の感想

審査のコメント

　沖縄県教育長賞（中学年の部）

志茂田児童クラブ

しもた ５
ファイブ
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　第 18 回沖縄県こども地域安全マップコンテストに参加して、今回私たちが住んでいる地域でどのような
災害が予想されるか、また沖縄全体で見た時の四季別でどのような災害が発生しやすいか、自分たちでこれ
からできる対策は何があるかを学童周辺で自ら歩き危険を予測しながら写真やメモをとり地図に起こしてお
きました。
　その際に毎日通っている小学校周辺や学童周りで普段は気づくことがなかった危険な場所、災害が起きた
場合に崩落したり浸水しそうな場所など大人でも気づかない危険が沢山ある事に気づきました。
子供達も色んな気づきを得る事ができたようで、とても勉強になったと話し、賞を頂いた際は大勢の人の前
で表彰され照れながらもとても喜んでおり、このような経験はあまり無いので貴重な体験になったかと思い
ます。また次回もぜひ参加したいと思います。

　災害を四季別に分けて考えることで、（季節などの変化する）状況に応じた災害対応という視点を持つこと
が期待できる。

受賞の感想

審査のコメント

　沖縄県教育長賞（高学年の部）

第二牧港学童クラブ

琉球ぼうえいたい



12

　町探検を通して周辺地域の防犯や災害などに深く興味を持ちはじめ、安全な場所・危険な場所に分けて地図や写
真データをマップに記しまとめ作製しました。市の防災ハザードマップを参考に、生活の中で身を守る行動を各自
が判断し行動していけるよう日頃の避難訓練と共に学び良い経験となりました。
　初めての安全マップ作りに取り組む中で何度もグループワークを行ない、各自が出来る事を役割分担する等と
チームワークを深め、向上意欲も高まりました。
　受賞の報告に喜ぶと共に今後は一歩ずつ安心・安全な町となるよう私たちも活動し、取り組んで行きたいと思い
ます。

　安全が地域社会の努力によって保たれていることの学びや、これからの改善点を要望するなど、マップ作製から
感じとったことが伝わってくる。

受賞の感想

審査のコメント

地区安全なまちづくり
  推進協議会長賞（低学年の部）

子供の世界学童クラブ

ニコニコ探検隊
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　仲良し３人グループで作成した安全マップ。３人で分担しながら作りました。
みんなで街を探検、気づいた事、不思議に思った事をメモして調べながら作りあげました。
　工夫した点は、調べた事をみんなに知ってもらいたいから、注目されるようにカラフルにしたり、写真を
工夫したり、標語を作ったり、楽しく仕上げる事が出来ました。
　このような大きな賞をいただき子供達の自信になりました。ありがとうございます。

・「たんけん」する中で、「おながばし」、「点字ブロック」に焦点をあてることで、理解を深めていっている。
・貼り絵を効果的に使うなどデザイン性に優れている。

受賞の感想

審査のコメント

地区安全なまちづくり
  推進協議会長賞（中学年の部）

豊崎児童クラブ

豊崎たんけんたい
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　毎年の積み重ねで「地区安全なまちづくり推進協議会長賞」という賞を頂けてとても嬉しく思います。夏
休みから取り組み急なインタビューもあった中、ご丁寧に対応していただいた地域の方や毎年インタビュー
を受けてくださる自治会の方々に感謝しております。ありがとうございます。
　子ども達も今回の受賞を聞き大喜びをしていました。これからも地域の防犯や防災に目を向け知識や関心
を高め「自ら対応できる人」になれるよう子どもと共に頑張っていきたいと思います。

・インタビューの対象が多岐にわたっているところがよい
・安全、危険なポイントの数を多く調べている点がよい。

受賞の感想

審査のコメント

地区安全なまちづくり
  推進協議会長賞（高学年の部）

子供の世界学童クラブ

子供の世界探検隊
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入　　選

子供の世界学童クラブ
ジョージ探検隊

子供の世界学童クラブ
シーサー探検隊

にこにこ学童（大西クラブ） 
みんなで命を守り隊

フレンドスター学童クラブ
フレンドスター調査隊
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入　　選

豊崎児童クラブ
豊崎の安全を守ろうスマイル隊

牧港学童クラブ
牧港防犯マップ

牧港学童クラブ（分室）
まちなと探検隊

ひだまり学童 CLUB
中城村探検隊



地域安全マップづくり（フィールドワーク）のようす

見て・触（ふ）れて・聞いて

わたしたちの町を調べてみました

写真は わくわく東風平学童クラブ、

にこにこ学童（大西クラブ） のみなさんです
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地域安全マップづくり（フィールドワーク）のようす


